
















































Muni Jambūviijaya (ed.), Ṇāyādhammakahāo, Jaina-Āgama-Series 
No.5, Bombay: Shrī Mahāvīra Jaina Vidyālaya, 1989, pp.334-347. 
 
また、適宜以下の校訂本に含まれるものを参照した： 
Muni Nathmal (ed.), Anga Suttāni III, Ladnun: Jain Vishva Bharati, 
v.s.2031, pp.347-358. 
 
本経には 11 世紀の Abhayadeva によるサンスクリット註釈が現
存する。それについては、校訂に難があるが以下を用いた： 
Muni Dīparatnasāgara (ed.), Āgamasuttāṇi bhāg 7, Ahmedabad: 
Āgama Śruta Prakāśan, 2000, pp.241-248. 
 
原文はアルダマーガディー（半マガダ語）で記された、白衣派
                                                     


































                                                     
3 この点については、拙稿「Uttarajjhāyā の諸伝承」『筑紫女学園大学・短期
大学部人間文化研究所年報』25 (2014), pp.19-30 も参照されたい。  






















                                                     
6 「…」で示した箇所は、原文では jāva という省略語が記されている。以
下、jāva で示される省略箇所は、特に必要と考えた場合を除き指摘しない。
なおマハーヴィーラの描写部分については、拙稿「マハーヴィーラの肉体 ―  
ジナ身観の研究（１）―」『大阪大学大学院文学研究科紀要』46 (2006), 
pp.37-63, esp., pp.41-46 を参照されたい。  
7 te ṇaṃ kāle ṇaṃ te ṇaṃ samae ṇaṃ を、teṇaṃ kāleṇaṃ teṇaṃ samaeṇaṃ に
訂正する。  
8 Rāyagiha. いわゆる王舎城（Rajgir）。  
9 ここで「描写」と訳した vaṇṇaa が、五世紀の聖典編纂会議で挿入された
とされる、冗長な描写を省くための一種の符号である。その完全な形は、例
えば白衣派聖典の Aupapātika 冒頭部分に見出される。 
10 省略される女性の描写については、A.Mette, "Veḍhas in Lalitavistara und 
Divyāvadāna: Beschreibung des schönen Körpes in Sanskrit und Prakrit," 
Wiener Zeitschrift für die Kunde Südasiens und Archiv für indische Philosophie 
XXVII (1973), pp.21-42 を参照されたい。  
11 dāsaceḍa. dāsa も ceḍa も通常は「奴隷」の意味しか持たないため、単に
「奴隷」と訳した。しかし、同語が出現する NDh I 2 §34 に対し Abhayadeva
註（p.88）は、「dāsaceḍa とは、dāsasya〔つまり〕雇人の ceṭaḥ〔つまり〕
少年である。あるいは、あの者は dāsa で ceṭa だ、というので dāsaceṭa であ
る」（dāsaceḍe tti dāsasya bhtakasya ceṭaḥ kumārakaḥ dāsaceṭaḥ athavā dāsaś 































                                                     
12 khullaya. Abhayadeva（p.242）は kaparddakaviśeṣa「ある種の貝殻」とす
る。  
13 āḍoliyā. 不明。Skt.*ālolikā か？  
14 teṃdūsaya. 不明。Abhayadeva（p.242）は kanduka「木の球」とする。 
15 pottullaya. 何らかの衣類を指す可能性もある。この語に対し Abhayadeva
（p.242）は vastramayaputrikā athavā paridhānavastrāṇi「布でできた人形か、
あるいは衣服用の布」とする。恐らく Abhayadeva は当該語の語源として



































                                                     

























                                                     
17 盗賊が抜け穴を穿ち家に押し込むことについては、M.Bloomfield, “The 
Art of Stealing in Hindu Fiction,” American Journal of Philology XVIV,2 
(1923), pp.97-133, esp.,pp.114-117 を見よ。  
18 khaṃḍarakkha. あるいは獄吏。犯罪者やならず者を列挙する中にこの職
掌を持つ者が含まれることは興味深い。  
19 Abhayadeva（p.244）の chinnā hastādiṣu bhinnā nāsikādau という説明に従
って語を補った。 
20 庇護する存在の謂い。 






























































26 サンスクリットの madhu に相当する。蜜酒と考えられるが、数種の酒の
製法を記した Kauṭilīyārthaśāstra (ed. Kangle) によると、madhu は「葡萄の
汁から作られたもの」（2.25.24: mdvīkāraso madhu）である。  
27 サンスクリットの maireya に相当する。Kauṭilīyārthaśāstra 2.25.22 による
と「メーシャシュリンギーの樹皮の煎じ汁に糖蜜を加え、長胡椒と黒胡椒と
を混ぜ合わせて、任意に三つの果実を加えたものがマイレーヤである」
（ meṣaśṅgītvakkvāthābhiṣṭo guḍapratīvāpaḥ pippalīmaricasaṃbhāras 
triphalāyukto vā maireyaḥ）。  
28 K.T.Achaya, Indian Food: A Historical Comparison (Delhi, 1994), p.59 によ
ると、砂糖黍の汁と dhātaki（Woodfordia fruticosa）の花とを発酵・蒸留し
たもので、その花が赤色とタンニンを加え、発酵を促す。 
29 サンスクリットの prasannā に相当する。Kauṭilīyārthaśāstra 2.25.18 によ
ると「12 アーダカの粉、5 プラスタの発酵材、または〔この発酵材の代わ
りに〕この種類特有の混合物にクラムカの樹皮と果実とを加えたもの、これ
がプラサンナーの組成」（dvādaśāḍhakaṃ piṣṭasya pañca prasthāḥ kiṇvasya 






111 で、当該箇所の silā を「白、黒、もやし豆の色などの区分があり、多種






























                                                     
31 Abhayadeva（p.245）曰く maṅgalyārtham つまり吉祥のために行なう。 
32 samullāliyāhiṃ dāhāhiṃ. dāhā は火器と思われるが、具体的な使用法は不
明であり、その形容語 samullāliyā- も dāhā のどのような特性を踏まえたも
のか定かではない。 






























                                                     
35 ṇaviyāe māuyāe duddhaṃ pāukāme.「殺されたい奴は」の謂い（殺されて
新たな母親の母胎に転生し、ということ）。 
36 「震え、震撼し」と訳した tatthe tasie はどちらも動詞√tras の過去分詞
だが、異なる語と理解されていた可能性もある。 
37 icchāmo ... kūvaṃ gamittae. 直訳すれば「私たちは穴に行きたい」だが、
スンスマーや財産が穴に秘匿されているわけではないため、「窮地を救う」
を意味する慣用表現と見るほうが妥当であろう。Ratnacandra (ed.), An 
Illustrated Ardha-Magadhi Dictionary は kūva の項で ― 但し Ratnacandra は
当該の意味を持つ kūva を「穴」の意味を持つ kūva と別の語とし、語源不







































































39 kuhakuhassa. オノマトペ由来の動詞√kuhakuh の Gerund か。類例として、
R.N.Shriyan は A Critical Study of Mahāpurāṇa of Puṣpadanta (Ahmedabad, 



































                                                     
40 piyā. 「愛しい方」あるいは「身内の方」、つまり priya の可能性もあるが、
Abhayadeva が pitā つまり父とするのに従った。 



































                                                     
42 jīvavippajaḍha.「霊魂によって棄て去られた」の可能性もあるが、同様の








出家した 43。十一のアンガ（Aṅga）聖典 4 3 44を知り、一ケ月の断食
行を経てソーハンマ（Sohamma） 45に再生して、マハーヴィデー







                                                     
43 pavvaiyā（複数形）とあるので、ダナだけが出家したとは考えられない。
但し底本が用いた諸写本のうち、he1 と je1 という写本では pavvaie（単数











ある。この領域を含め、詳しくは W.Kirfel, Die Kosmographie der Inder (Bonn 





教義を学び解脱することが今のバラタでは不可能だという教義  ―  本章の
時代設定は、聖典が完備しているマハーヴィーラ生存時だが ―  が関係しよ
う。私見では、このようなジャイナ教の解脱観と、阿弥陀浄土をはじめとす
る仏国土観との比較研究が今後は必要かと思われる。  
47 sijjhihiṃti と複数形が使用されているが、lā1 写本では sijjhihiti と単数形
















『ナーヤ』第 18 章が終了した。 
